
地域農業の将来（人と農地の問題）に関するアンケート調査
（イメージ）
○○市（農業再生協議会）

この地域の農業に関して、みんなで考えましょう。
◇　全国の農業をめぐる状況をみると、高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加などで、５年後、１０年後の展望が描けない地域が増えています。皆さんの集落・地域はいかがでしょうか。

◇　この集落・地域に暮らす農家の皆さんに、農業の将来、特に、どのような経営体が中心となって地域農業を引っ張っていくのか、どうやって中心となる経営体に農地を集めていくのか、といった「人と農地の問題」について、真剣に考えていただきたいと思います。

◇　今後、この集落・地域の皆さんに話し合っていただく予定ですが、このアンケートはその際の参考資料を準備するためのものです。あなたの家の経営主だけでなく、奥さん、息子さん、お嫁さんなど、農業に関わっている方がお一人ずつ回答して下さい。（該当欄に「○」を記入して下さい。）
	Ｑ１　あなたの集落・地域の農業（人と農地）は、放っておくと１０年後にどのようになっていると思いますか。


	
	①　問題ない状態（耕作放棄地は発生せず、各世代の農業者によって持続的な農業が営まれている）


	
	②　次のような問題を生じている


［問題と思われる課題を回答して下さい。（複数回答可）］

	
	  ②－(1)　農地が利用されず耕作放棄地が増加する

  ②－(2)　地域を支える安定した経営体（個人・法人・集落営農）がいない

  ②－(3)　若年の農業者が減少し、高齢化が一層進む

	
	

	
	


	Ｑ２　あなたの集落・地域には、現在、今後の地域農業の中心となる経営体（個人・法人・集落営農）がいますか。


	
	①　次のような経営体がいる


［いると思う経営体を選択して下さい。（複数回答可）］

	
	  ①－(1)　個人経営

  ①－(2)　法人経営

  ①－(3)　集落営農

	
	

	
	


	
	②　いない


	Ｑ３　あなたの集落・地域の農業（人と農地）を持続可能なものとするために、今後どうしたらよいと思いますか。


	
	①　何もしなくてよい


	
	②　存在する地域の中心となる経営体（個人・法人・集落営農）に農地を集積し、そこに青年就農者（新たに就農する若い人）が参加していくことが必要


　　　　［集積の対象として適当と思う経営体を選択して下さい。（複数回答可）］

	
	  ②－(1)　個人

  ②－(2)　法人

  ②－(3)　集落営農

	
	

	
	


	
	③　今後、地域の中心となる経営体を創出し、そこに農地を集積したり、青年就農者が参加したりすることが必要


        ［地域の中心となる経営体の候補を選択して下さい。（複数回答可）］

	
	  ③－(1)　集落内の個人

  ③－(2)　集落内の法人

  ③－(3)　集落営農

  ③－(4)　集落外の個人・法人

  ③－(5)　一般企業

	
	

	
	

	
	

	
	


	Ｑ４　あなたの集落・地域に青年就農者（新たに就農する若い人）が入ってくる必要があると思いますか。


	
	①　特に必要ない（既に必要数の青年農業者がいる）


	
	②　現在は必要としていないが、将来を考え早い段階で確保する必要がある

  ②－(1)　青年就農者の候補はいる

  ②－(2)　青年就農者の候補はいない

	
	

	
	


	
	③　今すぐ確保する必要がある

  ③－(1)　青年就農者の候補はいる

  ③－(2)　青年就農者の候補はいない

	
	

	
	


	Ｑ５　あなた自身の経営（個人・法人・集落営農）は、地域の中でどういう位置付 けだと思いますか。


	
	①　地域の中心となる経営体である

②　今は地域の中心となる経営体ではないが、将来的には目指していく考え

③　今は地域の中心となる経営体ではなく、将来的にも考えていない

	
	

	
	


	Ｑ６　あなた自身の経営（個人・法人・集落営農）を今後どうしていくおつもりですか。


【Ｑ６－１　農地に対する考え方】

	
	①　農地の受け手となり規模を拡大していく

②　現状維持

③　農地の出し手となる

	
	

	
	


【Ｑ６－２　後継者に対する考え方】

	
	①　後継者の目処はついている


［後継者の候補を選択して下さい。］

	
	　①－(1)　経営主の家族

　①－(2)　法人の役職員

　①－(3)　集落営農の構成員

　①－(4)　その他

	
	

	
	

	
	


	
	②　後継者の目処はついていない


【Ｑ６－３　今後のご自身の経営に対する考え方】

［今後必要と考える取組を選択して下さい。（複数回答可）］

	
	①　農地の規模拡大

②　生産コストの低減　　　　

③　経営の複合化（新たな作物の導入など）

④　６次産業化・高付加価値化（加工や直販など）

⑤　現状維持

	
	

	
	

	
	

	
	


あなたに関することについてお答え下さい。
	氏　名
	（※氏名についてはアンケートを集計する際には記載しません。）

	あなたの経営の種類
	□個人経営、□法人経営、□集落営農（法人になっていないもの）



	経営主との続柄
	□本人（法人役員・集落営農の構成員を含む）、□配偶者、□子、

□子の配偶者、□親、□その他

	性　別
	□男性・□女性

	年　齢


	□30歳未満、□30歳～39歳、□40歳～49歳、□50歳～59歳、

□60歳～69歳、□70歳～79歳、□80歳以上



	
	


（別紙１：農林水産省作成　人・農地プラン意向調査用アンケート（例））
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